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ている 3 つの問題点を明らかにし，この問題点を解決する一つの答えとして， 160年体制」を提案した。そして， 80 
年代を 160年体制」の変容期として捉え， この時期に行われた「行政改革」の政治過程を分析するための枠組みを提
示した。即ち， 1行政改革」の政治過程を構造的文脈から見た場合，その政治過程は「推進」・「抵抗」を縦軸に，
「能動J • 1受動」を横軸にすえて分析できるとし， この両軸を決める 4 つの基準として，政治権力の分配，政策課
題へのかかわり方，イデオロギーとしての「新保守主義」への対応，外圧への対応を提案したのである。
この分析枠組みによって， 1行政改革」の政治過程における主要なアクターを次の 4 つ，つまり， 1能動的推進」主
体としての中曽根首相， 1受動的推進」主体としての自民党， 1能動的抵抗」主体としての官僚制， 1受動的抵抗J 主
体としての「社会党・総評ブロック J に捉えた。そして，それぞれの 4 つのアクターを中心に「行政改革」の政治過














程を構造的文脈から捉える分析枠組みとして， í推進」・「抵抗」を縦軸に， í能動」・「受動」を横軸に， この両軸を
決める四つの基準として，政治権力の分配，政策課題へのかかわり方，イデオロギーとしての「新保守主義」への対
応，外圧への対応を提示し，分析結果として， í能動的推進」主体としての中曽根首相， í受動的推進」主体としての
自民党， í能動的抵抗」主体としての官僚制， í受動的抵抗」主体としての「社会党・総評ブロック」の存在を明らか
にしている点にある D 本論文は，以上のことから，独創性のある内容のもので，課程博士の学位に値するものと認め
られる。
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